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NY マーケットレポート（2015 年 8 月 10 日) 
欧州タイムに、フィッシャーFRB 副議長が「物価は依然として、とても低い水準にある」と発言したことを受けて、FRB が利上げを遅らせると

の思惑が広がり、ドルが主要通貨に対して下落しており、NY 市場の序盤でもドルが軟調な動きとなった。そして、米雇用関連の経済指標が

前回から低下したことも加わり、ドルは大半の主要通貨に対して一段の下落となった。また、欧米の株価が堅調な動きとなったことから、投

資家のリスク志向の動きも強まり、クロス円は堅調な動きとなった。午後には、アトランタ連銀総裁が「9 月利上げの可能性はなお十分にあ

る」と発言したことを受けて、ドルが買われる場面もあったが、やや限定的な動きとなった。 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 

 

21：00 

ドル/円 124.64  ユーロ/円 134.60  ユーロ/ドル 1.0962 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 6669.57 -48.92 
ダウ 

先物ミニ 
17380 +59 

 

 

仏 CAC40 5178.55 +23.80 
S&P 

500 ミニ 
2081.50 +8.00 

 

 

独 DAX 11534.68 +43.85 
NASDAQ 

100 ミニ 
4536.75 +17.75 

 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

21：00 

≪ 要人発言 ≫ 

フィッシャーFRB 副議長 

 

・「低金利が米国の雇用に大きく貢献した」 

・「米雇用は非常に速く拡大しているが、インフレ率は依然として低い」 

・「中立的なＦＦレートの水準、現在は以前より低い可能性」 

・「現在の低インフレ、大部分は原油価格などによる一時的なもの」 

・「世界のデフレはわれわれを悩ませる要因」 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17527.11 +153.73 

ナスダック 5087.00 +43.46 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

23：01 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7 月労働市場情勢指数 1.1（前回 1.4） 

前回発表の 0.8 から 1.4 に修正 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、M&A に絡む思惑や、ダウが前週末まで 6 営業日続落となったことで割安感が広がったことから買

いが優勢となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時 194 ドル高まで上昇する動きとなった。 

 

 

≪ポイント≫  

 

ECB は、QE プログラムに基づく公的債券の買い入れ額が 108.1 億ユーロ（118.4 億ドル）と発表し、前週の 110.1

億ユーロから減速した。総額は、公的部門が 2596.98 億ユーロ、ABS が 106.29 億ユーロ、カバード債が 1066.45 億

ユーロ。  

 

          8 月 7 日・7 月 31 日・ 7 月 24 日・ 7 月 17 日・7 月 10 日・7 月 3 日 

公的部門・・・・・・259,698・・248,889・・237,880・・227,617・・216,346・・204,666 

資産担保証券 ABS・・10,629・・・9,740・・・ 9,454・・・9,377・・・9,313・・・8,882 

カバード債・・・・・106,645・・104,003・・101,686・・100,175・・ 98,246・・ 96,058 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）FRB が 10 日発表した 7 月の労働市場情勢指数は、+1.1 ポイントとなり、6 月の+1.4 ポイント方低下した。同

指数は 19 種類の統計を基に算出される。失業率と民間部門の雇用者に重点が置かれており、労働参加率や賃金、雇

用・解雇なども考慮される。同指数は労働省による毎月の雇用統計発表後の最初の営業日に公表される。 

 

（2）コンファレンスボード（全米産業審議会）が発表した 7 月の雇用トレンド指数は 127.89 と、前月比+0.3％と

なった。前年同月比では+4.4％だった。6 月の指数は当初発表 129.11 から 127.57 に下方修正された。コンファレン

スボードは、雇用トレンド指数の上昇率は過去 3-6 ヵ月間に減速しており、就業者数の伸びが今後やや鈍化する可

能性を示唆していると指摘した。雇用トレンド指数は、CB 消費者信頼感指数の就労関連指数や週間失業保険給付申

請件数など、雇用に関する 8 つの指数を基に算出する。 
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欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6736.22 +17.73 

仏 CAC40 5195.41 +40.66 

独 DAX 11604.78 +113.95 

ストック欧州 600指数 399.82 +2.75 

ユーロファースト 300指数 1585.66 +11.29 

スペイン IBEX35指数 11311.70 +133.50 

イタリア FTSE MIB 指数 23966.44 +261.44 

南ア アフリカ全株指数 52014.96 -449.63 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、中国当局が新たな景気刺激策に踏み切るとの思惑を背景に、主要株価は堅調な動きとなった。ま

た、ギリシャ金融支援協議の行方に楽観的な見方が広がったことも相場を下支えた。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17586.74（+213.36）、S&P500 2100.37（+22.80） ナスダック 5097.45（+53.90） 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米国株の大幅上昇で投資家のリスク志向が回復し、安全資産とされる米国債を売

る動きが先行した。今週の米国債入札を前にポジション調整の売りも相場を圧迫した。 

 

午前の利回りは、30 年債が 2.88％（前週末 2.82％）、10 年債が 2.22％（2.17％）、7 年債が 1.97％（1.93％）、5

年債が 1.61％（1.57％）、3 年債が 1.07％（1.06％）、2 年債が 0.73％（0.72％）。 
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1：30 

≪ 要人発言 ≫ 

ロックハート・アトランタ連銀総裁 

 

・「初回利上げのタイミングは近い」 

 

 

2：45 

≪ 要人発言 ≫ 

ロックハート・アトランタ連銀総裁 

 

・「9 月利上げの可能性はなお十分にある」 

 

 

3：40 

NY 金は、中心限月が前日比 10.00 ドル高の 1 オンス＝1104.10 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：30 

NY 原油は、中心限月が前日比 1.09 ドル高の 1 バレル＝44.96 ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1104.10 +10.00 

NY 原油 44.96 +1.09 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、フィッシャーFRB 副議長が物価は依然、とても低い水準にあると発言したことを手掛かりに、FRB は利上

げを遅らせるとの思惑が広がって買いが優勢となった。ドルがユーロなどに対して下落したことも、ドルの代替資

産とされる金の買いを誘った。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、ドルがユーロなどに対して下落したため、ドル建ての原油の割安感から買いが優勢となった。また、

週末に発表された中国の 7 月の貿易統計で原油輸入の増加が示されたことも好感された。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17615.17 +241.79 17629.13 17375.18 

S&P500種 2104.18 +26.61 2105.35 2080.98 

ナスダック 5101.80 +58.26 5112.47 5081.11 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、M&A に絡む思惑や、ダウが前週末まで 6 営業日続落となったことで割安感が広がったことから、主要

株価は堅調な動きが続いた。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時 255 ドル高まで上昇する動きとな

った。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 124.59  124.74  124.46  

EUR/JPY 137.25  137.41  136.42  

GBP/JPY 194.19  194.47  193.09  

AUD/JPY 92.30  92.44  91.75  

NZD/JPY 82.47  82.51  81.88  

EUR/USD 1.1018  1.1042  1.0939  

AUD/USD 0.7409  0.7422  0.7356  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米当局者の発言を受けて、米国の利上げ期待が後退したことや、雇用関連の経済指標が前回から

低下したことを受けて、ドルは大半の主要通貨に対して軟調な動きとなった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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